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第６回 のむら復興まちづくりデザインワークショップを開催しました！

■第６回ワークショップの開催
西予市復興まちづくり計画に基づき、野村地域の復興まちづくりについて、市民の皆様と話し合い

を深めながら検討を進める場として、「第６回 のむら復興まちづくりデザインワークショップ」を
開催しました。

愛媛大学 社会共創学部 松村 暢彦教授の進行のもと、愛媛大学や東京大学の学生の皆様の協力を得
て、参加者の皆様から様々なご意見をいただきました。
「のむら復興まちづくりデザインワークショップ」は、今回が最終回となることから、今までの

ワークショップで参加者からいただいた意見・提案などをとりまとめた『のむら復興まちづくり計画
（骨子案）』をもとに、新たな魅力あるのむらの実現に向けた意見交換を行いました。

【第６回 のむら復興まちづくりデザインワークショップの開催概要】
日 時：2019年10月24日(木) 19:00～
会 場：西予市野城総合福祉協会「野城ふれあい館」
主 催：西予市
協 力：愛媛大学、東京大学復興デザイン研究体
参 加 者： 21名（野村地区自治会、社会教育団体などの公的団体代表者、西予市内在住者など）
進行補助：愛媛大学、東京大学の学生
主な内容：
○第５回野村復興まちづくりデザインワークショップの振り返り
○のむら復興まちづくり計画の説明
○グループワーク

テーマ：のむら復興まちづくり計画の追加・修正事項の確認
 第１回から第５回のワークショップでみなさまからいただいた意見をもとに作成し

た「のむら復興まちづくり計画（骨子案）」が提示され、計画に追加・修正すべき
事項などに関する意見交換をしました。

○各グループでの意見交換の結果の確認
 計画（骨子案）の資料に基づき、ページごとにグループの中で話し合った結果を全

体で確認しました。
○東京大学復興デザインスタジオの提案の紹介
○出席者全員での記念撮影

主旨説明 グループワーク 記念撮影各グループの意見の確認

■今後の取組みについて
『のむら復興まちづくり計画（骨子案）』の提案を受け、西予市では実現に向けた行動計画（アク

ションプラン）の作成を進めます。さらに、学識者などからのアドバイスを踏まえながら、最終的な
『のむら復興まちづくり計画』及び行動計画を、年度内に公表する予定です。

また、各種施策の具現化にあたり、引き続き住民の皆様と共に考える場づくり（例えば、河川沿い
の空間整備に関するワークショップなど）を行いたい旨が提案され、参加者の了承が得られました。

市民の皆様におきましても、引き続き、のむら復興まちづくりの推進に向け、ご理解とご協力をお
願いいたします。

計画（骨子案）の施策及び
ワークショップでの意見は裏
面をご確認ください。



【お問い合わせ先】 西予市 復興支援課 電話：0894（62）1455

■のむら復興まちづくり計画（骨子案）について
第１回から第５回までのワークショップの意見をもとに作成した「のむら復興まちづくり計画（骨

子案）」では、以下のような施策が位置付けられています。

■商店街の活性化の目標
・商店街の活性化の目標は、「野村町に来たくなるよ
うな」といった表現に見直しては。

■のむらブランドの復興、PR強化
・相撲文化の定着などに向け、「小・中・高校にある
土俵の活用」や「相撲合宿の受入れ」などを検討し
ていくべき。

■のむら復興まちづくり計画（骨子案）に対するワークショップの主な意見
第６回ワークショップでは、計画（骨子案）について、以下のような意見があげられました。

■河川沿いの空間整備
・３on３などのスポーツが楽しめる場所にする。
・浸水の危険性があるため遊水地となる空間とする。

■避難体制の強化
・避難したくなる避難所にしていくことが重要。
・災害遺構として、被災した建物の保存を検討するこ
とが必要では。

■魅力ある店舗・商品の創出、PR強化
・「既存商店の支援」なども位置付けておくべきでは。
・「ブランド牛」や「シルクとミルクのまち」の表現
を追加すべきでは。

■雇用の場の確保
・復興後においても、人・仕事が安定して確保できる
ように、生業（なりわい）などを創出していく必要
がある。

※第６回ワークショップに提示された骨子案であり、今後、第６回で出
た意見や提案などを反映させていきます。

のむら復興まちづくり計画の施策一覧（案）
（１）肱川と共に生きる （２）野村の住民だけでなく、

来訪者にとっても魅力的な商店街を創る
（３）「相撲文化」や「飲む村、のむら」

等の野村の文化を守る
（４）地域で支え合い、市民一人ひとりが

活躍するまちを創る

1-1 肱川の河川改修

1-2 河川沿いの魅力ある空間整備

1-3 避難体制の強化

2-1 魅力ある店舗・商品の創出、ＰＲ強化

2-2 憩い・集い、周遊を促す空間整備

3-1 のむらブランドの復興、ＰＲ強化

3-2 のむらの文化を伝える仕組みの構築

4-1 野村の生活、文化を守るための移動手段
の確保

4-2 若者等の定住を促すための条件整備

2-3 若者のチャレンジ等の支援 3-3 のむらならではの魅力を活かし来訪者を
呼び込む


